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(57)【要約】
様々な実施例において、ライトサイジングの異なる方法
が提示される。この方法はスタイリストに、カスタマー
の特徴および/または要求されたサービスに基づいた混
合物作成に必要な材料量のパーセンテージまたは総量を
概説するマトリックスチャートを提供する。スタイリス
トは、これによって、マトリックスの概説に基づき、よ
り正確なバッチを作成できるようになる。混合物フォー
ミュラのライトサイジングはスタイリストによって、ま
たはコンピューターシステムによって自動的に行うこと
ができる。
【選択図】　　　図１及び図１B
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フォーミュラのバッチサイジング方法で、フォーミュラとは手作業で毛髪染料混合物を
再現するためのひとつ以上の毛髪染料材料および対応する推奨量を定義し、かかる方法は
1台のディスプレイ、メモリ、および1台の入力デバイスを持つ電子機器によって実施され
、かかる方法は以下からなる：
　以下のステップを実施するために実行される、コンピューターでの読み取り可能なプロ
グラムコードを伴う、コンピューターベースの使用可能媒体を持つ電子機器を提供する：
　複数のバッチサイジング調整条件を表示し、ここではバッチサイジング調整条件はそれ
ぞれフォーミュラの総量を定義する；
　複数のバッチサイジング調整条件の一つを選択するためのユーザー入力を受信する；
　選択したバッチサイジング調整条件を基にして、調整済みの対応する推奨量を伴う調整
済みのフォーミュラを作成する；および
　少なくとも調整済みの対応する推奨量を表示する。
【請求項２】
　請求項1の方法で、バッチサイジング調整条件に、ディスプレイ上の複数の調整ボック
スを含むもの。
【請求項３】
　請求項2の方法で、調整ボックスはディスプレイ上のXとYのマトリックスによってアレ
ンジされるもの。
【請求項４】
　請求項1の方法で、電子機器が以下のうちひとつから選択されるもの：ハンドヘルドPDA
、携帯電話、ラップトップコンピューター、およびPCコンピューター。
【請求項５】
　請求項1の方法で、バッチサイジング調整条件がカスタマー用のフォーミュラの使用に
関する質問を少なくともひとつ持っているもの。
【請求項６】
　請求項1の方法で、バッチサイジング調整条件がカスタマーの髪のタイプに関する質問
を少なくともひとつ持ってるもの。
【請求項７】
　請求項1の方法で、バッチサイジング調整条件がカスタマーの髪の長さに関する質問を
少なくともひとつ持ってるもの。
【請求項８】
　フォーミュラのバッチサイジング方法で、フォーミュラとは手作業で毛髪染料混合物を
再現するためのひとつ以上の毛髪染料材料および対応する推奨量を定義し、かかる方法は
1台のディスプレイ、メモリ、および1台の入力デバイスを持つ電子機器によって実施され
、かかる方法は以下からなる：
　調整ボックスのマトリックス内で複数のバッチサイジング調整条件が自動アレンジされ
て表示されるように実行される、コンピューターでの読み取り可能なプログラムコードを
伴うコンピューターベースの使用可能媒体を持つ電子機器を提供し、ここでは、バッチサ
イジング調整条件がそれぞれフォーミュラの総量を定義する；
　複数のバッチサイジング調整条件のうち一つを選択する；および
　選択したバッチサイジング調整条件を基にして対応する推奨量を調整することによって
フォーミュラを調整する。
【請求項９】
　請求項8の方法で、電子機器が以下のうちひとつから選択されるもの：ハンドヘルドPDA
、携帯電話、ラップトップコンピューター、およびPCコンピューター。
【請求項１０】
　フォーミュラのバッチサイジング用の装置で、フォーミュラとは手作業で毛髪染料混合
物を再現するためのひとつ以上の毛髪染料材料および対応する推奨量を定義し、かかる装
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置は以下からなる：
　少なくとも1台のメモリ、1台の入力制御、および1台のディスプレイを持つ制御システ
ム；
　以下の設定を持つバッチサイジングソフトウェア
　第一のコンポーネントは複数のバッチサイジング調整条件を表示するように設定され、
ここでは、バッチサイジング調整条件はそれぞれフォーミュラの総量を定義する；
　第二のコンポーネントは複数のバッチサイジング調整条件の一つを選択する入力を入力
制御から受信するように設定されている；
　第三のコンポーネントは選択したバッチサイジング調整条件に基いて調整済みの対応す
る推奨量を伴う調整済みのフォーミュラを作成するように設定されている；および
　第四のコンポーネントは、調整済みフォーミュラを表示し、調整済みの対応する推奨量
を表示するように設定されている。
【請求項１１】
　請求項10の装置で、バッチサイジング調整条件にディスプレイ上のマトリックス内の複
数の調整ボックスを含むもの。
【請求項１２】
　請求項10の装置で、制御システムが次のいずれかに内蔵されると定義されるもの：ハン
ドヘルドPDA,携帯電話、ラップトップコンピューター、およびPCコンピューター。
【請求項１３】
　フォーミュラのバッチサイジング用の装置で、フォーミュラとは手作業で毛髪染料混合
物を再現するためのひとつ以上の毛髪染料材料および対応する推奨量を定義し、かかる装
置は以下からなる：
　少なくとも1台のメモリ、1台の入力制御、および1台のディスプレイを持つ制御システ
ム；および
　複数のバッチサイジング調整条件を表示するように設定されたバッチサイジングソフト
ウェアで、ここではバッチサイジング調整条件はそれぞれフォーミュラの総量を定義する
。かかるバッチサイジングソフトウェアはさらに、複数のバッチサイジング調整条件のう
ちの一つを選択し、入力制御から入力を受信するように設定され、かかるバッチサイジン
グソフトウェアはさらに選択したバッチサイジング調整条件を基にして、調整した対応す
る推奨量を伴う調整済みのフォーミュラを作成するように設定され、かかるバッチサイジ
ングソフトウェアはさらに、調整済みフォーミュラを表示し、調整済みの対応する推奨量
を表示するように設定されている。
【請求項１４】
　請求項13の装置で、バッチサイジング調整条件に一連の質問が含まれるもの。
【請求項１５】
　請求項13の装置で、バッチサイジング調整条件にディスプレイ上のマトリックス内の複
数の調整ボックスを含むもの。
【請求項１６】
　請求項13の装置で、バッチサイジング調整条件がカスタマーのフォーミュラの使用に関
する質問を少なくともひとつを含むもの。
【請求項１７】
　請求項13の装置で、バッチサイジング調整条件がカスタマーの髪のタイプに関する質問
を少なくともひとつを含むもの。
【請求項１８】
　請求項13の装置で、バッチサイジング調整条件がカスタマーの髪の長さに関する質問を
少なくともひとつを含むもの。
【請求項１９】
　フォーミュラのバッチサイジング方法で、フォーミュラとは手作業で毛髪染料混合物を
再現するためのひとつ以上の毛髪染料材料および対応する推奨量を定義し、かかる方法は
以下からなる：
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　複数のバッチサイジング調整条件を提示し、ここではバッチサイジング調整条件はそれ
ぞれフォーミュラの総量を定義する；
　複数のバッチサイジング調整条件のうち一つを選択する；および
　選択したバッチサイジング調整条件を基にして対応する推奨量を調整することによって
フォーミュラを調整する。
【請求項２０】
　請求項19の方法で、バッチサイジング調整条件に、ディスプレイ上にパターン状にアレ
ンジされた複数の調整ボックスが含まれるもの。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は毛髪染料混合物の適切なバッチサイジングを決定するシステムおよび方法に関
連する。
【背景技術】
【０００２】
関連出願の参照
本出願は2011年4月6日に提出された米国出願13081147に優先することを主張する。
【０００３】
　本発明は様々な分野で様々な適用方法によって使用することができる。かかる分野のひ
とつ、すなわち、コスメチックおよび毛髪染料剤の分野では、毛髪染料混合物または合成
物は、通常、毛髪染料製造者によってあらかじめ作成されたフォーミュラ、またはスタイ
リストによってカスタム作成されたフォーミュラを基にして、スタイリストによって作成
される。スタイリストは、平均の混合物においてどれだけの量を混合するか推定しなけれ
ばならず、多くの場合、塗布中にさらに混合物を作るために時間を取る手間を避けるため
、その量を過大に見積もることとなる。これは明らかに材料の無駄およびサロンの経費増
大をもたらす。無駄を削減するため、スタイリストが素早く簡単に、最も効率的なバッチ
サイズを見極められるようなバッチサイジングのシステムおよび方法を作り出すことが望
まれる。
【発明の概要】
【０００４】
　本発明の一実施例を除く実施例では、毛髪染料混合剤のバッチサイジング用システムに
は、コンピューター作動の調合システムを含むことができる。このコンピューター作動の
調合システムは、ラップトップ、デスクトップ、および/またはハンドヘルド/携帯機器上
で開発できる。コンピューター作動システムには、タッチスクリーンなどの入力デバイス
、キーボード、マウス、またはその他にスクリーンと共に使用されるコンピューター入力
デバイスを含めてもよい。コンピューター作動の調合システムはひとつ以上の材料を混合
して調合された、少なくともひとつの混合物をメモリに保存し、これには毛髪染料混合剤
、パーソナルケア用品の混合物が含まれるがこれに限られない。材料には、着色剤、染料
および/また調合剤が含まれるがこれに限られない。スタイリストがいったん混合物を選
択すると、スタイリストはそれからカスタマーの特徴および/または要求されたサービス
を選択する。この選択に基づき、コンピューター作動システムがフォーミュラまたはバッ
チをライトサイジングし、修正されたフォーミュラをスタイリストに提示する。
【０００５】
　別の実施例では、ライトサイジングの方法を提示する。この方法はスタイリストに、カ
スタマーの特徴および/または要求されたサービスに基づいた混合物作成に必要な材料量
のパーセンテージまたは総量を概説するチャートを提供する。スタイリストは、これによ
って、チャートの概説に基づき、より正確なバッチを作成できるようになる。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
前述の内容を完全に理解するために、添付図面を参照されたい：
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【０００７】
【図１Ａ】スタイリストが髪の長さおよびアプリケーションを選択することに基づいてフ
ォーミュラバッチをライトサイジングするよう設計されたシステムの一実施例の透視図で
ある；
【図１Ｂ】本発明の一実施例を実行する方法のアウトラインである；
【図２Ａ－２Ｃ】様々なバッチサイジング条件の図形表示である；
【図３】髪の長さと使用量のマトリックスを示す；および、
【図４】髪の長さとシングルアプリケーションプロセスのタイプを示す。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本発明においては多様な様式での実施例が可能であるが、本発明の好ましい実施形態に
ついてその詳細を本書において図に示して記述する。しかし、本開示は本発明の原則を例
証するものとみなし、本発明、請求項および／または記述される実施例の精神または範囲
を限定するものではないことを理解する必要がある。
【０００９】
　図1Aに示す本発明の最初の実施例では、混合物調合のためのシステム10を提示し、これ
らの混合物には毛髪染料混合物、パーソナルケア用品の混合物などが含まれるがそれらに
限られない。かかるシステムには少なくとも1台のメモリ、入力制御12、および1台のディ
スプレイ14を持つコンピューター制御システムを含む。
【００１０】
　かかるシステムは、簡単に使用および導入が可能な、どんなコンピューターベースのシ
ステムであってもよく、これにはタッチスクリーンタブレット、ラップトップ、携帯機器
、および/または別のモニターおよび入力デバイス（キーボード、マウスなど）を伴うPC
ハードドライブを含むがこれらに限られない。さらにかかるシステムは、様々なソフトウ
ェアプログラム、アルゴリズム、およびコード化されたラインを実行して本出願で概説す
るタスクを達成する能力を含む。これらのソフトウェアに関するタスクは、情報および日
付を交換/通信するために別々のものをリンクしたものであるか、または単一のプログラ
ムに統合されたものであってもよい。
【００１１】
　かかるメモリにはひとつ以上の材料を混合することで調合された少なくともひとつの混
合物を保存する能力を持つ、および/または保存しており、これらの材料には着色剤、染
料、および/または調合剤を含むがこれらに限られない。
【００１２】
　かかるシステムは、混合物作成の入力を受けて、ディスプレイ上に混合物のフォーミュ
ラを表示して希望の混合物を作成するために必要な材料と量を表示するソフトウェアを含
む。
【００１３】
　かかるシステムにはさらに、スタイリストからの入力を基に混合物のバッチサイジング
を行うソフトウェアを含む。バッチサイジングソフトウェアは自動的に調整フォーミュラ
を作成し、スタイリストが手作業で混合物を作成できるように表示する。入力は、タッチ
スクリーン、マウス、キーボード、音声認識ソフトウェアなどが使用できる。バッチサイ
ジングソフトウェアは調整フォーミュラを作成するためにフォーミュラを調整する能力が
あり、さらにかかる調整フォーミュラをスタイリスト用に表示する能力を持つ。
【００１４】
　図2Bを参照する。正確なバッチまたはフォーミュラサイズを自動的に決定するため、シ
ステムはスタイリストからの入力を要求する。スタイリストはまず混合物のフォーミュラ
を選択する102。スタイリストはそれからフォーミュラのライトサイジングを要求する104
。電子的には、これはタッチスクリーン、マウスのクリック、またはエントリをハイライ
トすることによって選択して行うことができる。システムはそれから画面上にマトリック
スまたはその他のコンフィギュレーションを生成し、これによりスタイリストがボックス
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のうちひとつを選択することが求められる。106。ボックスのうちひとつが選択されると
、バッチサイジングソフトウェアは、選択したエントリにマッチするために、フォーミュ
ラ108をバッチサイジングすることができる。調節されたまたはバッチサイジングされた
フォーミュラはそれからスタイリストに提示される110。バッチサイジングが要求されな
かった場合、フォーミュラを単に表示することができる112。その後、バッチサイジング
ソフトウェアが終了する114。
【００１５】
　別の態様では、いったんライトサイジングソフトウェアで選択を行うと、マトリックス
またはその他のコンフィギュレーションを表示するために一連の質問を表示することがで
きる。かかる質問にはさらに、スタイリストの応答を助けるための図表を含むことができ
る。ここで図2a‐2cを参照する。かかる質問に含めることができる一連の質問および図表
を表示している。これらの質問に対する答えを基に、バッチサイジングソフトウェアは、
調整フォーミュラを自動的に計算する能力を持ち、またはフォーミュラが存在しない場合
には材料の適切な使用量を表示する能力を持つが、これには通常、顕色剤は含まれない。
業界では顕色剤に1：1、1：1.5、または1：2の比を使用することが通常となっている。製
造者が自己の製品にこの比を設定していることがしばしばである。例を示すと、図2aには
リタッチアプリケーション（図2aa）、頭皮から先端へのアプリケーション(図2ab)、また
はリタッチおよびリフレッシュアプリケーション（図2ac）などのヘアーアプリケーショ
ンのタイプを決定する質問を含む。二番目の質問は髪の長さを決定するものであってよい
（図2b）。ショートヘア（図2ba）、ミディアムヘア（図2bb）、およびロングヘア（図2b
c）を図で示している。最後に、システムはヘアのテクスチャーを見極める必要があるか
もしれない。たとえば、細い（図2ca）、普通（図2cb）および太い（図2cc）。上述のよ
うに、個別の質問は電子的にひとつずつ提示され、バッチサイジングソフトウェアに答を
提供し、同ソフトウェアは答を受け取ってから自動的に調整フォーミュラを作成して、さ
らにスタイリスト用に表示する能力を持つ。質問への回答は、タッチスクリーンによって
、ユーザーが適切な図表を選ぶようになっていてもよい。
【００１６】
　図3の別の実施例では、スタイリストがカスタマーに対して使用する着色剤の量を決定
するために使用できるマトリックスを提示する。かかるマトリックスはここでは3x3のマ
トリックスとして表示されているが、特定の使用方、カスタム化、または製品製造者の様
態に応じて、より大きい、またはより小さいものを用いることができる。上記の同様のプ
ロセスに従い、システムがスタイリストの入力を要求する。第一に、スタイリストが混合
物のフォーミュラを選択する。第二に、スタイリストがそのフォーミュラのライトサイジ
ングを要求する。第三に、システムが画面上にマトリックスを作成し、スタイリストにマ
トリックスのボックスからひとつを選択するように要求する。この模範図ではマトリック
スの上部に渡って、第一の凡例一覧があり、髪の長さ300、ショートヘア302、ミディアム
ヘア304、およびロングヘア306を表示しており、縦においては第二の凡例一覧がヘアケア
アプリケーション350、リタッチ352、頭皮から先端354、およびリタッチならびにリフレ
ッシュ356を表示する。シングルプロセスカラーのリタッチでは、バッチのアプリケーシ
ョンは髪の1/2インチを超えない新生部分に塗布される。カラーリタッチは白髪をカバー
したり、カラーサービスの維持などオールオーバーカラーを維持するために必要である。
リタッチおよびリフレッシュでは、バッチのアプリケーションは髪の新生部、中間部およ
び先端部に塗布される。中間部と先端部で別々の調合を行うことがしばしばである。この
サービスは全体的なカラーが色調を失ったり、1レベルを超えた色あせ、修正を必要とす
る場合、またはクライアントが色の変更を要求した場合に必要である。カラーは日光、ス
イミング、または強すぎるシャンプーを用いることによって色あせする傾向がある。また
マトリックスによって示される総量は着色料または染料の総量であって、顕色剤は含まれ
ないことが表示されている。さらに、スタイリストは、マルチシェード、2色以上の変更
、および顕色剤の定量などの他の主要要件を考慮に入れるべきである。
【００１７】
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　図3には以下を示す：ボックス362ショートヘア用リタッチ、ボックス364ミディアムヘ
ア用リタッチ、およびボックス366ロングヘア用リタッチ；ボックス372ショートヘア用頭
皮から先端、ボックス374ミディアムヘア用頭皮から先端、およびボックス376ロングヘア
用頭皮から先端；そしてボックス382ショートヘア用リタッチおよびリフレッシュ、ボッ
クス384ミディアムヘア用リタッチおよびリフレッシュ、ならびにボックス386ロングヘア
用リタッチおよびリフレッシュ。
【００１８】
　さらに、髪のテクスチャーに関する次またはその前の質問は、適宜に量を変更するもの
であってもよい。たとえば、計算された、または表示された情報が普通の髪用のものであ
ることができる。バッチサイジングソフトウェアは、調整に髪のテクスチャーを考慮に入
れるようになっている場合には、フォーミュラ量を細い髪や薄い髪用に減らしたり、およ
び/または太い髪または量の多い髪用にフォーミュラ量を増加することで、フォーミュラ
を調節することができる。増加または減少は髪の状態を基にするか、または単に総量に1/
4または1/2オンスの製品を加算または減算することによって調節できる。これはテクスチ
ャー調整が可能なバッチサイジングソフトウェアによって自動的に行われる。
【００１９】
　別の実施例では、図4に示すように、頭皮外のプロセスの量を基にしてバッチサイジン
グの調整を決定するために、さらにマトリックスまたは他のコンフィギュレーションを使
用または提示できる。マトリックスの上部に渡って、第一の凡例一覧があり、髪の長さ40
0、ショートヘア402、ミディアムヘア404、およびロングヘア406を表示しており、縦にお
いては第二の凡例一覧が適用量450、ゾーン452（頭部の20％以下）、一部454（頭部の40
％以下）、および全体456（50％以上）を表示する。グリッドのひとつが選択されると、
ソフトウェアは適用量を基にしたフォーミュラのライトサイジングが可能となる。ライト
サイジングした、または調節したフォーミュラは、その後スタイリスト用に表示され、ラ
イトサイジングしたフォーミュラを手作業で再現できるようにする。
【００２０】
　図4には以下を示す：ボックス462ショートヘア用ゾーン頭皮外アプリケーション、ボッ
クス464ミディアムヘア用ゾーン頭皮外アプリケーション、およびボックス466ロングヘア
用ゾーン頭皮外アプリケーション；ボックス472ショートヘア用一部頭皮外アプリケーシ
ョン、ボックス474ミディアムヘア用一部頭皮外アプリケーション、およびボックス476ロ
ングヘア用一部頭皮外アプリケーション；そしてボックス482ショートヘア用全体頭皮外
アプリケーション、ボックス484ミディアムヘア用全体頭皮外アプリケーション、ならび
にボックス486ロングヘア用全体頭皮外アプリケーション。
【００２１】
　さらに、ボックスまたはマトリックスへのデータ入力はカスタマーの他の特徴または要
求されたサービスを基にできる。ここに表示される行列の個別のアイテムは、本発明の範
囲および精神から離れることなく変更できる。加えて、さらにアプリケーションの他のパ
ーセンテージを定義したり、細い、普通、太い、およびコンビネーションなどの髪のタイ
プをさらに定義するようなさらに大きいマトリックスを設置することもできる。これらの
各タイプはさらに精密化して、たとえば、太い髪には、もじゃもじゃ、ワイヤ状、重い、
ワイルド、強い、などを含めることができる。
【００２２】
　システムには、ロングヘアの再生が1/2インチを超えるかどうかなど、スタイリスト用
の質問をさらに含むことができ、この場合はライトサイジングがフォーミュラに7.5グラ
ムまたは1/4オンスのカラーを追加する。
【００２３】
　バッチをライトサイジングする方法において、スタイリストは様々な着色料および/ま
たは調合剤と追加量を概説したフォーミュラから開始する。要求されたサービス（リフレ
ッシュ、頭皮から先端、リタッチ、特定ゾーン、一部、全体）に対する髪の長さやスタイ
ルを概説する特定のマトリックスを得て、スタイリストはカスタマーの特徴および要求さ
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れたサービスに対応する正しいマトリックスグリッドを選択する。選択したマトリックス
グリッドおよびそこに示された量に基づき、スタイリストは正確なバッチサイズを計算で
きる。これはコンピューター作動システムの助けを借りなくても行うことができる。
【００２４】
　本発明の一態様によれば、頭皮外アプリケーション用の3x3グリッドのマトリックスは
、ショートヘア用のシングルゾーンから始まり、これに必要とされる量は、調合に使用さ
れるカラー15グラムとなる。
【００２５】
　本発明にはフォーミュラのバッチサイジングにおけるひとつ以上の様々な実施例を含む
。本発明の最初の実施例では、ひとつ以上の毛髪染料材料のフォーミュラのバッチサイジ
ング方法と対応する推薦量を提示する。フォーミュラはスタイリストが手作業で毛髪染料
混合物を再現できるように定義される。最初の実施例は1台のディスプレイ、メモリ、お
よび1台の入力デバイスを持つ電子デバイスによって実施される。最初の実施例は、様々
な機能を行うために実行される、コンピューターで読み取り可能なプログラムコードを伴
うコンピューターベースの媒体を持つ電子機器を含む。これらの機能には次が含まれる：
(a)バッチサイジング調整条件のそれぞれがフォーミュラの総量を定義する複数のバッチ
サイジング調整条件を表示する機能；（b）複数のバッチサイジング調整条件の一つを選
択するユーザー入力を受け取る機能；（c）選択したバッチサイジング調整条件を基にし
た、調整済みの対応する推奨量を伴う調整フォーミュラの作成機能；および（d）少なく
とも調整済みの対応する推奨量を表示する機能。
【００２６】
　本発明の第二の実施例では、ひとつ以上の毛髪染料材料のフォーミュラのバッチサイジ
ング方法に、対応する推奨量を伴ったものを提示する。フォーミュラはスタイリストが手
作業で毛髪染料混合物を再現できるように定義される。この第二の実施例は調整ボックス
のマトリックス内で自動アレンジされるバッチサイジング調整条件の複数を表示するため
に実行される、コンピューターで読み取り可能なプログラムコードを伴うコンピューター
ベースの媒体を持つ電子機器を含む。バッチサイジング調整条件はそれぞれフォーミュラ
の総量を定義する。第二の方法は複数のバッチサイジング調整条件の一つを選択し、およ
び選択したバッチサイジング調整条件に基づいて、対応する推奨量を調整することでフォ
ーミュラを調整することからなる。
【００２７】
　本発明の第三の実施例では、ひとつ以上の毛髪染料材料のフォーミュラのバッチサイジ
ング方法に、対応する推奨量を伴ったものを提示する。フォーミュラはスタイリストが手
作業で毛髪染料混合物を再現できるように定義される。この第三の実施例は複数のバッチ
サイジング調整条件を提供することによって実施され、ここで、バッチサイジング調整条
件はそれぞれフォーミュラの総量を定義する。この方法は複数のバッチサイジング調整条
件からひとつを選択した後、選択したバッチサイジング調整条件を基にして対応する推奨
量を調整することによってフォーミュラを調整することによって継続する。
【００２８】
　本発明の第四の実施例では、フォーミュラのバッチサイジング用の装置を提示する。か
かる装置には少なくとも1台のメモリ、1台の入力制御、および1台のディスプレイを持つ
制御システムが含まれる。装置にはさらに、複数のバッチサイジング調整条件をまず表示
し、ここでは、バッチサイジング調整条件はそれぞれフォーミュラの総量を定義する；複
数のバッチサイジング調整条件のうちの一つを選択し、入力制御から入力を受信；選択し
たバッチサイジング調整条件を基にして、調整した対応する推奨量を伴う調整済みのフォ
ーミュラを作成；および、調整済みフォーミュラを表示し、調整済みの対応する推奨量を
表示するように設定されたバッチサイジングソフトウェアを含む。
【００２９】
　本発明の第五の実施例では、フォーミュラのバッチサイジング用の装置を提示する。か
かる装置には少なくとも1台のメモリ、1台の入力制御、および1台のディスプレイを持つ
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制御システムが含まれる。装置にはさらに、複数のバッチサイジング調整条件を表示する
よう設定されたバッチサイジングソフトウェアを含み、ここでは、バッチサイジング調整
条件はそれぞれフォーミュラの総量を定義する。バッチサイジングソフトウェアはさらに
、複数のバッチサイジング調整条件のうちの一つを選択し、入力制御から入力を受信し、
および選択したバッチサイジング調整条件を基にして、調整した対応する推奨量を伴う調
整済みのフォーミュラを作成するように設定されている。バッチサイジングソフトウェア
はさらに、調整済みフォーミュラを表示し、調整済みの対応する推奨量を表示するように
設定されている。
【００３０】
　上記のひとつ以上の実施例において、制御システムまたは電子機器は以下のいずれかに
内蔵されると定義できる：ハンドヘルドPDA、携帯電話、ラップトップコンピューター、
およびPCコンピューター。上記の実施例はさらに、バッチサイジング調整条件を、一連の
質問またはディスプレイ上のマトリックス内にアレンジされた複数の調整ボックスとして
定義できる。
【００３１】
　前述により、本発明の新概念の精神および範囲から逸脱することなく、数々のバリエー
ションおよびモディフィケーションを達成できることを観察することができる。本書に記
述される特定の方法および装置に関しては、いかなる限界も意図されず、推測されるべき
ではないことを理解すべきである。もちろん本書は、かかる全てのモディフィケーション
を対象とすることを意図している。

【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図２Ａ－２Ｃ】
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